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人権教育基本方針（高等学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪桐蔭高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人権教育推進部

Ⅰ　大阪桐蔭高等学校人権教育基本方針
　私たちは、日本国憲法・教育基本法の精神にのっとり、「鼎立成りて碩量を育む。」の教育方針のも
と徳育、知育、体育の三育のバランスのとれた人材の育成を目指す事を大きな目標とする。そして大
阪桐蔭高等学校の設立の理念である「本来人間の能力には大差がなく、やる気があるかどうかの差で
あり、勉学意欲や創造の精神を育て、生徒本人の自発性を涵養し、向上心を芽生えさせる。」という
言葉のもと、一切の差別は基本的人権の侵害の問題に辿り着き、すべての教職員が人権教育が民主教
育の重要な柱とみなし、あらゆる差別を許さないという統一意志を持ち、あらゆる差別を許さない、
一切の差別をしない、差別に負けずに生き抜く、強い人物を育てることにあると考える。

Ⅱ　進路保障
　全ての生徒が希望する進路を確保し、高校生活を有意義に過ごすことができる学校であることは教
育機関として我が校が果たさねばならぬ義務であるという考えのもと、学校生活の中心である学力の
向上をはかることこそが最大の懸案事項であると考える。その考えのもと全ての教員は教科における
教育効果の向上を常に念頭に置いておく事が必要である。

（実践目標）
　１．到達度別補充授業
　　　毎日授業終了後及び各休暇期間に必要に応じて行なう。
　　　１年次・・英語、数学、国語を中心に基礎学力の充実を目標にする。
　　　２年次・・生徒の希望する進路に応じた主要教科の学力の強化を目標にする。
　　　３年次・・生徒の希望する進路に応じた主要教科を進路が保障されるように、小集団による生

徒と教員が一体になった徹底した弱点の強化に努める。
　２．個人別の面談を必要に応じて行なう。
　３．クラス別の教科担当者間での連絡を密にする。
　４．教員の指導力、資質を向上させるため教科での学習会を開く。
　５．学習評価の方法内容の適正化をはかるため、全教員が一致した見解を持つ。

Ⅲ　生徒指導
　生徒ひとりひとりの価値を尊重する精神を根底に持って、教師と生徒の間での心の通った互いに個
人として尊重するという理念を全教職員が念頭において、自らの意志によって自主自立の精神と公正
な判断力を育てることが生徒指導の原点であるという考えを持って万全の指導体制を確立しなければ
ならない。

（実践目標）
　１．生徒の出欠状況を把握し、家庭との連携を密にする。
　２．生徒の通学途中の実態を把握する。
　３．学校行事、課外活動、合宿等を通じて好ましい人間関係の育成をはかり、真の友情を育て、人

間尊重の精神を養う。
　４．「魅力ある学園」であるために、校内外の教育環境の諸条件を整備する。
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Ⅳ　学習と研究活動
  Ａ．教職員対象　
　１．外部研修への積極的参加　全教職員対象
　２．教員対象勉強会　（ビデオ、映画、講演会）
  Ｂ．生徒対象　　
　１．人権Ｈ．Ｒの実施（ビデオ）
　２．人権教育（映画鑑賞、講演会）
　３．人権週間
　４．教育方針の徹底

　《生徒諸君へ》

　本校ではこのような方針・目標で人権教育を推進しています。
　私たちの行動は、知らず知らずのうちに制約され、偏見にとらわれてしまうことがあります。たと
えば、「風習や迷信」の中には、生活の知恵のようなものから、人を不愉快な気持ちにさせるものま
でさまざまです。根拠のない「風習や迷信」は、「みんながそう言うから」「世間ではそうしているか
ら」という理由で、無批判に受け入れたり、自分で判断せずに周囲の意見に同調するといった態度を
とってしまうことがありますが、それで良いのかを自分で正しく考えてみることが大切です。
　私たちは「風習や迷信」をはじめとするたくさんの情報やいつの間にか作り上げられたステレオ・
タイプ（固定観念）により、物事の本質を理解していない場合があるということに気づかなければな
りません。
　「女は女らしく、男は男らしく」「年寄りの出る幕じゃない」など、こんな決めつけが「自分らしく
生きたい」「夢や希望に向かって前向きに生きたい」という思いをどれほど傷つけていることでしょ
うか。一人ひとりの偏見が、深刻な差別問題を引き起こすことがあります。また、その人自身の生き
方を狭めることにもなります。
　根拠のない理由や、固定観念で物事を判断せずに、共に違いを認め合い、共に生きる心豊かな社会
人になれるように心がけてください。

　　１．人権問題に対する正しい認識を養う。
　　２．正しい判断力に基づいた行動が出来る。
　　３．すべての人に、すべての物に温かい思いやりの心をもって接する。
　　４．常に素直な心で人と接することができる。

　上記のことをしっかりと意識して、実行してください。
　人の評価は勉強ができることだけではありません。日常生活の中での常識・マナー（例えば、「大
きな声で、相手に伝わる、心のこもった挨拶ができる」「お年寄りや小さな子供、ハンデを持ってい
る人に思いやりを持って接することができる」など）をふまえた行動が、ごく自然にできることが一
番大切であり、これからの人生（社会生活）にも非常に重要なことです。
　本校での学校生活の中で教科学習はもちろんのことですが、良識ある、誰もが認める立派な人に成
長するように、常に努力することを心がけましょう。
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